
令和 4年度 小平高等養護学校 学校評価(職員) 

＜学校経営＞ 
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         ＜危機管理＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ＜ICT＞                                           ＜PTA＞ 
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＜人権＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜センター的機能＞                                     ＜服務規律＞ 
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＜その他＞ 

４０ ＜自由記述＞ 

・ 転勤したいです。心がもちません。助けてください。 

・ 「改善を要する」と回答した部分もありますが不満ばかりではなく、恐縮ながらも自分なりのビジョン

や解決策を持っています。次年度は会議への出席等も含めた学校経営・組織運営に携わることができる役職

に就き、より良い学校づくりに努めたいと考えます。 

・ 生徒の呼び捨てや乱暴な口調での指示が見られる。人権の尊重という観点や相手の立場に立ってみると

いう視点が必要。 

・ 自分と違う考えや信念、生き方をしている人間は認めないというような雰囲気を感じる。「教員らし

さ」という言葉を振りかざし、他人を貶めるような言動を行う者が複数いるが、自分のその言動は本当に

「教員らしい」言動なのかと問いかけたい。教員という職業的な立場よりも人間としての存在を認め、他者

の立場や生き方を尊重できる人間こそが「教員らしさ」を真に持ち得ていると考える。生徒に教育的指導を

行なう組織的集団として未熟であると感じる。生徒の一度しかない高校生活を提供するのに、今の学校の状

態で本当に良いのだろうか？また、管内唯一の特別支援学校としての自覚が足りないと感じる。 

・ 立場や役割によりリーダーシップ、フォロワーシップを意識して働けたらよりよい学校になると思いま

す。そうなれるよう頑張ります。 

・ 教員同士、または、教員と寄宿舎職員での情報共有の仕方、連携あたりがまだ課題に残るなと感じまし

た。 

・ 困ったことを相談しても解決できないまま働かざるを得ない現状 

・ コロナ対応など準備する時間があったにもかかわらず、学校としての対応方針を明確に示すのが遅れた

ため、現場で対応する職員としては困り感や不安感があった。 

・ ICT 教育に対する教職員の関心を少しでも高められてきているため、今年度の校内研究で留めず、次年度

以降も研修等を活用し、指導(学習等)に還元できるよう努める必要があると思います。 


